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令和３年第４回北海道議会定例会 一般質問 開催状況

開催年月日 令和３年１２月７日（火）

質 問 者 日本共産党 菊地 葉子 議員

答 弁 者 知 事 鈴木 直道

保健福祉部長 三瓶 徹

質 問 内 容 答 弁 内 容

三 原油価格高騰対策等について

（二）道独自の緊急対策について 【保健福祉部長】

道内の灯油配達価格は昨年比１．４倍の１１３． 道独自の原油価格高騰対策についてですが、本道

７円となり、生活困窮者にとっては死活問題となっ におきましては、冬期の暖房燃料費は特に所得の低

ています。 い高齢者世帯などの家計への負担が大きいものと考

道は、市町村の福祉灯油事業の助成を行っていま えており、この秋以降の灯油価格高騰を踏まえまし

すが、昨年度実施市町村は１０３、うち道の補助市 て、道では、市町村が行う、いわゆる「福祉灯油事

町村は８４にとどまっており、現行の支援では不十 業」へ助成する「地域づくり総合交付金」の基準額

分だ。道独自の支援の拡充を検討すべきではありま を１．５倍に引き上げることとしたところでござい

せんか。 ます。

また、医療・介護等の社会福祉施設や中小零細業 また、中小企業対策としては、特別相談窓口によ

者に対して燃料助成の支援制度を道として行うべき る経営相談や各種支援制度の紹介、低利の融資制度

ではありませんか。あわせて伺います。 等により、原油価格の高騰等の影響を受けている事

業者の経営継続への支援のほか、社会福祉施設等の

経営資金への優遇融資の情報提供を行っているとこ

ろでありまして、今後とも、市町村や関係団体等と

連携し、こうした制度の活用を周知するなどして、

所得が低く厳しい状況にあるご家庭や企業等の生活

と事業活動をしっかり支えてまいる考えでございま

す。

再－（二）道独自の緊急対策について 【知事】

次に原油価格高騰対策等についてです。福祉灯油 最後に、道独自の原油価格高騰対策についてであ

事業を行う市町村への交付金の基準額を１．５倍に りますが、今年の秋以降、灯油価格の高値水準が続

引き上げるとの答弁でしたが、予算の流用で対応で いていることから、特に所得の低い高齢者世帯など

きるとして補正予算案すら提案していません。コロ の家計への負担が抑えられるよう、今般、道では、

ナ禍の長期化は、道民生活、経済へ過去に類を見な 早急に「地域づくり総合交付金」のメニューである

い影響を及ぼしており、前例踏襲の対策に踏みとど 「高齢者等の冬の生活支援事業」の基準額を１．５

まっていることはまったく不十分です。 倍に引き上げることとしたところであります。

少なくとも助成を２倍に引き上げ、補正予算を組 道としては、今後、より多くの市町村において、

んだ上で対応すべきではなかったのですか。更なる 「福祉灯油事業」の取組が実施されるよう働きかけ

対策を再度検討すべきと考えますが、いかがか伺い るなどし、所得の低い方々への支援の充実に取り組

ます。 んでまいります。


